
 

 

 

 

 

 

「にのみや学園」開校 

４月７日（金）に施設分離型小中一貫教育校「にのみや学園」

の開校式が行われました。開校式は役場から配信され、町内の全

小中学校の児童生徒約１８００名がオンラインで参加しました。

（町内の小中学校のすべての学級がオンラインで参集した初めて

の機会となりました） 
村田町長からの開校宣言の後、藤田和人にのみや学園長（二宮

西中学校長）や二宮西中学校の生徒会長の西山篤人さんから挨拶

がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加していた小学校１年生の子どもたちも画面を通して

他校にいる友達を見つけたようで、お別れしたのではなく、に

のみや学園としてずっと仲間であることを実感していたようで

す。 

にのみや学園として、他校同士の横のつながり、小中学校

間の縦のつながりを大切にすることで、安心して学べる環境

づくりに努めてまいりたいと思います。 

 

開校式動画  URL https://www.youtube.com/watch?v=QeoCzlnrJPc 

 

にのみや学園内の５校ホームページ 

二宮町立二宮小学校  https://ninomiya-elementary-school.edumap.jp/ 

二宮町立一色小学校  https://isshiki-elementary-school.edumap.jp/ 

二宮町立山西小学校  https://yamanishi-elementary-school.edumap.jp/ 

二宮町立二宮中学校  https://ninomiya-junior-high-school.edumap.jp/ 

二宮町立二宮西中学校 https://ninomiyanishi-junior-high-school.edumap.jp/ 
 

これまで二宮町小中一貫教育通信として HP にて掲載してきましたが、にのみや学

園開校に伴い、「にのみや学園通信」として名称を改め発信していきます。 

感想等はこちらのフォームにお願いします。 

 

R5.4.28 

第１号 

藤田和人にのみや学園長（二宮西中学校長）「にのみや学園内の子どもたちはみんな仲間。小中学校

の９年間の学びをとぎれることなく、しっかりつないでいくことで、子どもたちが安心して過ごせるようにな

ります。過ごす学校は違いますが、心の中ではつながっていきましょう。」 

西山篤人さん（二宮西中学校生徒会長）「中学の先輩はとても優しいです。今後予定されている交流の

機会では、他学年や他の学校の人と話すチャンスだと思って交流を深めていきましょう。教育目標「認め

合い 高め合う 二宮の子」の実現に向けて、友達のいいところをほめたり、小さな認め合いから始めたり

していきましょう。小中学生のつながりを大切にして、町を一緒に盛り上げていきましょう！」 
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学園内で運動会・体育祭が開催されました 

５月中旬から６月初旬にかけて、にのみや学園内の４つの小・中学校で運動会・体育祭が開催

されました。コロナが落ち着き、全学年が一堂に会する運動会・体育祭がようやく戻ってきました。

子どもたち一人ひとりの懸命に取り組む姿、仲間と協力する姿、仲間の頑張りを互いにたたえ合

う姿などがたくさん見られ、参観した私たちも胸が熱くなる場面の連続でした。頑張った子どもた

ち、子どもたちの成長を支える学校の教職員、グッドマナーで応援してくださった保護者や地域の

皆様、すべての方に感謝です。なお、一色小学校は１１月３日に開催を予定しています。 

小・中学校の運動会・体育祭のプログラムを比べて 

にのみや学園となり、小中一貫教育が始まりましたが、小学生やその保護者にとって中学校の体育祭を具体

的にイメージすることは難しいのではないでしょうか。今回は、にのみや学園内の二宮中グループ（二宮小学校と

二宮中学校）の運動会・体育祭のプログラムを紹介します。中学校生活の具体的なイメージを膨らませるきっか

けになれば幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

小学校も中学校も各種目のネーミングセンスがユーモアに富んで素敵です。また、小学１年生が行う玉入れを

中学生が全学年で行うところもおもしろいですね！小学校には全学年に表現活動があることも特徴的です。皆さ

んはどんなことを感じたでしょうか。 

資質・能力を高めるための運動会・体育祭 

学校の教育活動には目的（教育的なねらい）があります。小学校の運動会であれば、「運動に親しみ、楽しさ

を味わうこと」「仲間とともにねばり強く取り組むこと」「集団行動を通して、社会性を身につけること」「仲間と協

力して行事をつくりあげること」などが目的となります。目的の達成に向かって頑張った子どもたちは皆立派でか

っこよかったです。６月以降の学校生活がさらに充実していくことを期待しています。 

これまで二宮町小中一貫教育通信として HP にて掲載してきましたが、にのみや学園

開校に伴い、「にのみや学園通信」として名称を改め発信していきます。 

感想等はこちらのフォームにお願いします。 

にのみや学園通信 HP  https://www.town.ninomiya.kanagawa.jp/0000000929.html 

R5.6.1 

第２号 

二宮中学校 体育祭（汐鳴祭）プログラム 二宮小学校 運動会プログラム 
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子供たちの未来を見据えて 

1873 年（明治６年）に、日本最初の近代的学校制度を定めた教育法令、学制が

決められ、国民に教育の機会が開かれました。１５０年前のことです。西洋から入って

きた当時の授業スタイルは、先生が黒板を背にして子供たちの前に立ち、一斉に教え

込むものでした。このスタイルは１００年以上続き、正解を覚える、正解の導き方を身

に付けるものが中心でした。 

これらの力が必要であることは言うまでもありませんが、授業スタイルが劇的に変

化してきているのです。今回の学習指導要領に込められた願いは次の通りです。 

 「学校で学んだことが、子供たちの「生きる力」となって、明日に、そしてその先の人

生につながってほしい。これからの社会が、どんなに変化して予測困難な時代になっ

ても、自ら課題を見付け、自ら学び、自ら考え、判断して行動し、それぞれに思い描く幸

せを実現してほしい。そして、明るい未来を、共に創っていきたい。」 

にのみや学園は共通性と一貫性をもって子供を育てます 

 この願いのもと、二宮町の小中一貫教育の目指す子供像は次の通りです。 

・自分の心と身体にまっすぐ向き合い、自分の良さを発揮し、自己実現できる子ども 

・多様な価値観を大切にし、互いの良さを引き出しあい、主体的に他者と協働できる子ども 

・二宮に愛着と誇りを持ち、社会に貢献できる子ども  ＜「二宮町小中一貫教育グランドデザイン」より＞ 

  これらを具現化するために授業改善を図っています。主体的・対話的で深い学びによって何ができるようにな

るのか。子供たちに必要な力を三つの柱として整理しました。 

① 学んだことを人生や社会に生かそうとする“学びに向かう力、人間性など”。 

② 実際の社会や生活で生きて働く“知識及び技能”。 

③ 未来の状況にも対応できる“思考力、判断力、表現力など”。 

社会に出てからも学校で学んだことを生かせるよう、“三つの力をバランスよく”育みます。 

主体的・対話的で深い学び（アクティブラーニング）の視点から 

「何を学ぶか」だけでなく、「どのように学ぶか」も重視した授業を取り入れていきます。 

小中一貫ワーキンググループ 

にのみや学園プロジェクトの一つにワーキンググループがあります。これは、14 の教科等に対して小学校と中

学校の先生がグループをつくり、9 年間のカリキュラムや指導方法等について話し合っています。 

 

 

 
＜例＞   ⑦体育・保体 ・・・ 「バレーボール」 1 年生から技能を積み上げ、バレーボールらしいゲームを楽しむ。 

        ⑭特別活動  ・・・ 小学生と中学生との交流や小学校間、中学校間の取組を検討中。 

これまで二宮町小中一貫教育通信として HP にて掲載してきましたが、にのみや学園

開校に伴い、「にのみや学園通信」として名称を改め発信していきます。 

感想等はこちらのフォームにお願いします。 

にのみや学園通信 HP  https://www.town.ninomiya.kanagawa.jp/0000000929.html 

R5.７.３ 

第３号 

＜小学校 6 年生の授業 R5.6 月＞ 

・一人 1 台端末,TV,スクリーン（ICT） 

・児童が司会や板書をしての話し合い活動 

 

 ①国語   ②社会・生活   ③算数・数学   ④理科・生活   ⑤音楽   ⑥図工・美術   ⑦体育・保体 

 ⑧家庭   ⑨外国語活動・外国語   ⑩道徳   ⑪プログラミング・技術   ⑫特別支援   ⑬総合的な学習   ⑭特別活動 
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